























例えば、変数 x に 2を乗じた積に 5を加えた和を




x － 1 0 1 2 3
y 3 5 7 9 11
というものになる。この x と y の値の組み合わせ
を、（－1，3）、（0，5）、（1，7）、（2，9）、（3，11）












こうした状態は、y ＝ 2 x ＋ 5 という x の一次式
で表現される一次関数の、
x の 1 次の係数と 0 次の係数（一般にはこの 0
次の係数は定数項と呼ばれる。）が、それぞれ＋2
と＋5 に特化したものと考えることができる。
ここで、x の 1 次の係数と 0 次の係数のう
ち、x の 0 次の係数の方を変数化 （1）してみると、
y ＝ 2 x ＋ b という形になる。この変数化によって、
y の値は、x の値に対して、y ＝ 2 x ＋ 5 のときよ




























































































































【問】　 ２a  を開きなさい。
［解答］
（ⅰ）　  0≧a   
2a a=  
（ⅱ）　  0a <   

































































（13 条 1 項）」、R2 ＝ 「相続は被相続人の本国法に
よる」、R3 ＝ 「不法行為によって生ずる債権の成立
はその結果発生地法による（17 条） （5）」などがあ
る。これらは、単位法律関係を x、準拠法を y と変
数化して、「x は，y 法による」というように表現す













































がある。これは、本文中の前提が、y が x の
5 巻　頭　言Vol.9
一次関数であることから生じる帰結で、仮
に、x ＝ ay ＋ b というように、x が y の一次
関数であれば y 軸に平行な直線である x ＝ c
も表現可能となるが、しかし、そのときに
は、かえって、x 軸に平行な直線である y ＝
c は表現不可能となる。もともと、一次関数
は、x の値と y の値とが一対一対応の関係に
あるため、x と y は互いに、それぞれがそれ
ぞれの一次関数となる。こうしたことから、
ax ＋ by ＋ c ＝ 0 という表現が一般的で、こ











（5）  正しくは、通則法 13 条 1 項は「動産又は不動
産に関する物権及びその他の登記をすべき権
利は、その目的物の所在地法による。」であり、
同法 17 条は「不法行為によって生ずる債権の
成立及び効力は、加害行為の結果が発生した
地の法による。ただし、その地における結果
の発生が通常予見することのできないもので
あったときは、加害行為が行われた地の法に
よる。」というものである。本稿では煩雑を避
けるため、細部を捨象して簡略化した表現を
用いた。
